
３．大規模災害時（特に震災時）の対応



東海地震 予知の可能性のある地震

中央防災会議で検討対象とした大規模地震

M7 程度の地震）
地震発生確率は文部科学省地震調査研究推進本部による

（ 2012 年 1 月１日現在）

20m を超える大きな津波

日本海溝・千島 海 溝
周辺海溝型地震

不明（東北地方太平洋沖地震発生
前の宮城県沖地震の 30 年以内の
地震発生確率：９９％）

我が国の中枢機能の被災が懸念

首都直下地震
30 年以内の地震発生確率：
７０％程度（ 南関東で発生する

30 年以内の地震発生確率：８８％

西日本全域に及ぶ超広域震災

東南海・南海地震

30 年以内の地震発生確率：
７０％程度（東南海地震）
６０％程度（南海地震）

老朽木造市街地や文化財の被災が懸念

中部圏・近畿圏直 下の 地震

海溝型地震

直下型地震



推進地域の指定地域

南海ト ラフ地震防災対策推進地域の指定

指定基準の概要

○震度６弱以上の地域

○津波高３ｍ以上で海岸堤防が低い地域
○防災体制の確保、過去の被災履歴への配慮



腎移植患者は透析患者よりも災害には強い

➢透析患者はライフラインの途絶えたなかでも透

析実施できないと致命的。透析環境への配慮が

必要。

→2016年4月14日の熊本地震（震度7）では他施

設への移送や透析時間の短縮を余儀なくされた。

➢腎移植患者は災害時の制限は透析患者と比較し
て少ない。

『熊本地震における腎不全患者の問題と対応』 腎移植内科研究会第２回学術集会



東日本大震災での状況

➢ 水不足のため、手洗いなどの衛生行動が出来ず、いくつ
かの避難所では嘔吐・下痢が流行した。

➢ 飲み水はすぐ届いたが、生活用水は1ヶ月近く不足。

➢ 配給される食事内容も、おにぎりや菓子パンなど炭水化
物に偏り、十分な栄養状態は得られず。

➢ 栄養状態がある程度回復するまで数週〜1ヶ月以上要し
た。

南海トラフ巨大地震では東日本大震災以上

の被害も予想されます

十分な備えが必要です



災害時に備えて

➢ 愛知医科大学病院腎移植外科では

①腎移植患者（TX）災害対策マニュアル

②腎移植患者（TX）災害対策手帳を作成し、配布。

愛知医科大学病院 移植コーディネーター渡邉恵様よりご提供



腎移植患者が特に注意すべきこと

1. 感染予防

2. 免疫抑制薬の内服継続

1. 脱水予防



普段から準備しておけること

1. 非常持出し品を準備

➢ 感染予防

サランラップ、ウエットティッシュ、除菌スプレーなど

➢ 免疫抑制薬の内服継続

i. 免疫抑制薬の予備をストック（目安として１週間分）

ii. 来院できない場合に備え、近隣医療施設の連絡先を確
認

iii. お薬手帳のコピー



普段から準備しておけること

➢ 脱水予防
水2L/日×3日分
備蓄食品も3日分 可能であれば多めに
＊野菜入りのものがあるとよい。
＊高温多湿の保管場所は避ける。
＊半年ごとに消費期限・賞味期限を確認し
食品や薬を定期的に交換しましょう。

➢ その他
地域の防災訓練に参加
避難場所の確認
家族で集合場所を決めておく



普段から準備しておけること

（参考）ローリングストック法

【備蓄食品を半分消化】

【備蓄食品の量をキープ】

日常生活で古いもの
から消費

買い出しへ



被災時に注意すべきこと

まずは身の安全の確保を優先



被災時に注意すべきこと

＊家族の安否確認などでは災害伝言用ダイヤル（171）が

利用できます。体験利用も一度やってみましょう。

＊被災時には電話回線は繋がりにくい

＊メールやSNSでの連絡が有効

安否確認



被災時に注意すべきこと

➢ 避難所に着いたらかかりつけ医へ連絡
• 氏名、連絡先、被災状況、健康状態などを報告
• 担当医師から治療の確認・指示を受けましょう

＊病院も被災します
もしかかりつけ医に連絡がとれなかったら…

①直接病院へ出向く
②病院まで遠い場合は最寄りの医療施設に連絡して受け入れ可
能か確認する
③NTT災害ダイヤル等で医療施設の被災状況を確認する方法も
あります



被災時に注意すべきこと

➢ 集団生活になるためマスクをつけて

手洗い・うがいをしましょう。

➢ 尿路感染予防のためにこまめに排尿しましょう。

➢ 食品は直接手を触れずサランラップやビニール手袋を利用し
ましょう。加熱できるときはできるだけ加熱してから食べる
ようにしましょう。

避難所での生活



被災時に注意すべきこと

日経メディカル



被災時に注意すべきこと

エコノミークラス症候群



被災時に注意すべきこと

エコノミークラス症候群の予防

数時間ごとに歩く

弾性ストッキングを履く

水分補給

車中泊を避ける（1泊で発症した報告あり）

打撲したら包帯や弾性ストッキングで圧迫

中村真潮,『被災地における肺塞栓症の予防について』



老若男女、各世代に大きな恩恵のある

腎移植を有効に選択し

一日でも長持ちさせられるよう努めていきましょう

災害時の備えも忘れずに



以上です。
ご清聴ありがとうございました。

今回の講演スライド作成にご協力頂いた先生方、スタッフ
（特に二村健太先生、鳴海俊治先生、渡井至彦先生、愛知医大 渡邉 恵さん）の

みなさんに深く御礼申し上げます。


